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(57)【要約】
【課題】内視鏡との着脱の作業を容易に行え、さらにト
ロッカー等との着脱の作業を容易に行うことができる内
視鏡用シースを提供する。
【解決手段】内視鏡２が挿入される中空部１６が設けら
れた洗浄シース３には、潤滑液を送液する口金３２に隣
接して送液を切り替える切替スイッチ２４が設けられ、
この切替スイッチ２４が下方に付勢された状態では透孔
２４ａは中空部１６に連通し、中空部１６の内表面側に
潤滑液を送液し、さらに内視鏡２が挿入されると、操作
部６により切替スイッチ２４を押圧して上方に移動し、
透孔２４ａを中空部１６から遮断して外部と連通する状
態に切り替える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡が挿入される中空部を有する本体部と、
　前記中空部の内表面に潤滑液を送液する第１送液部と、
　前記中空部の外表面に潤滑液を送液する第２送液部と、
　前記第１の送液部と第２の送液部を切り替える切替部と、
　を有することを特徴とする内視鏡用シース。
【請求項２】
　前記切替部は、前記内視鏡が前記本体部に対して装着された場合に前記第２送液部へ切
り替えることを特徴とする請求項１記載の内視鏡用シース。
【請求項３】
　前記切替部は、前記内視鏡が前記本体部に対して装着が完了した場合に前記第２送液部
による潤滑液の送液を停止させる手段を備えることを特徴とする請求項１または２記載の
内視鏡用シース。
【請求項４】
　前記内視鏡用シースは、軟性部材で形成されていることを特徴とする請求項１または２
記載の内視鏡用シース。
【請求項５】
　前記軟性部材は、シリコン、ウレタン等の軟性の樹脂のいずれかであることを特徴とす
る請求項４記載の内視鏡用シース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡が挿入されて装着される内視鏡用シースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療用分野などにおいて様々の内視鏡が用いられるようになった。また、内視鏡
を用いた観察中に、該内視鏡に設けられた観察窓、照明窓に生体の粘膜、血液、脂肪、汚
物等が付着すると、良好な観察が妨げられる。このため、内視鏡に、送気送水を行う機能
を備えた外科内視鏡用洗浄シースを装着して、送気送水によって上記内視鏡の観察窓等に
付着した付着物を除去して、良好な観察を維持して外科手術等を行えるようにする場合が
ある。　
　この外科内視鏡用洗浄シースは、内視鏡の湾曲動作をスムーズにするため、軟質シリコ
ン製等のマルチルーメンチューブを使用している。　
　しかし、シリコン等の軟質樹脂は、タック感が強いため、摩擦抵抗が大きい。そのため
、内視鏡を洗浄シースに取り付け／取り外しをすることが簡単には行い難い。
【０００３】
　また、洗浄シースに取り付けた内視鏡をトロッカー（トラカール）へ挿入／抜去するこ
とも、トロッカーに設けられているシール部材による摩擦抵抗のために簡単には行い難い
ので、より操作性を向上することが望まれる。　
　なお、特開２００５－２６１７５３号公報には、内視鏡の挿入部が挿入される挿入補助
具と、挿入部の外周面との間に潤滑剤の導入管路を設け、両者の間の隙間に潤滑剤を供給
する構成が開示されている。
【特許文献１】特開２００５－２６１７５３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記公報の従来例の場合には、さらに挿入補助具をトロッカー等に挿入したり
、トロッカーに挿入された状態から挿入補助具を抜去する、つまり着脱する作業が簡単に
行えない欠点があった。
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【０００５】
（発明の目的）
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、内視鏡との着脱の作業を容易に行え、さ
らにトロッカー等との着脱の作業をより容易に行うことができる内視鏡用シースを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の内視鏡用シースは、内視鏡が挿入される中空部を有する本体部と、
　前記中空部の内表面に潤滑液を送液する第１送液部と、
　前記中空部の外表面に潤滑液を送液する第２送液部と、
　前記第１の送液部と第２の送液部を切り替える切替部と、
　を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、中空部の内表面と外表面に潤滑液を送液するため、内視鏡との着脱の
作業を容易にでき、さらにトロッカー等との着脱の作業も容易に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。　
（実施例１）
　図１ないし図６は本発明の実施例１に係り、図１は本発明の実施例１を備えた内視鏡装
置の構成を示し、図２はトロッカーの構成を示し、図３は洗浄シースに内視鏡の挿入部が
途中まで挿入された状態を示す。　
　図４は図３の状態から内視鏡の挿入部がさらに挿入されて装着状態に設定された状態を
示し、図５Ａは洗浄シースの送気ルーメンと送水ルーメンを示し、図５Ｂは切替スイッチ
をその上面から見た形状を示し、図５Ｃは切替スイッチ内部に設けられた付勢手段が設け
られた構造を示し、図６は変形例を備えた内視鏡装置を示す。　
　図１に示すように本発明の実施例１を備えた内視鏡装置１は、体内等に挿入される内視
鏡２と、この内視鏡２が着脱自在に挿入される内視鏡用シースとしての例えば洗浄シース
３とを有する。　
　また、洗浄シース３に内視鏡２が挿入されて装着（取り付け）されたシース装着内視鏡
或いは内視鏡装着シースは、例えば外科手術を行うような場合には、さらに図２に示すよ
うなトロッカー（トラカール）４を介して体内に挿入される。　
　内視鏡２は、体内に挿入し易いように細長に形成された挿入部５と、この挿入部５の後
端に拡径に形成された操作部６と、この操作部６から延出されたユニバーサルコード７と
を有する。
【０００９】
　また、挿入部５は、その先端に設けられた先端部８と、この先端部８の後端に設けられ
た湾曲自在の湾曲部９とを有する。そして、術者は、操作部６を把持し、この操作部６の
後端寄りの位置に設けられた湾曲ノブ１２を操作することにより、湾曲部９を湾曲するこ
とができる。　
　上記先端部８には、照明光を出射する照明窓１３と、観察を行う観察窓１４とが設けら
れている。観察窓１４には対物レンズが取り付けられており、この対物レンズによる光学
像を観察することができるようにしている。　
　一方、洗浄シース３は、内視鏡２の挿入部５が挿通される中空部１６が設けられた円管
或いは円筒形状で、軟性部材により形成されたシース本体部（以下、シース部）１７と、
このシース部１７の後端に設けられた拡径にされ、内視鏡２の操作部６が着脱自在に取り
付け固定（或いは装着）される取付部１８とを有する。なお、中空部１６は、シース部１
７内から（操作部６が挿入される）取付部１８側まで延設されている。
【００１０】
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　また、この取付部１８には、対物レンズの外表面を清浄にするために送気、送水を行う
送気チューブ１９，送水チューブ２０と、洗浄シース３への内視鏡２の取り付け等を円滑
に行うために潤滑液を送液する送液チューブ２１とが接続されている。　
　なお、潤滑液としては、例えば生理食塩水、滅菌水、ＫＹゼリー等を用いることができ
る。　
　また、送気チューブ１９，送水チューブ２０の途中には、送気、送水、噴霧の各動作の
ＯＮ／ＯＦＦ（切替）を行う切替スイッチ２２が取り付けられている。なお、噴霧の動作
は、送気及び送水を同時に行うことにより実現される。　
　また、潤滑液を送る送液チューブ２１は、切替スイッチ２２の上流側で、例えば送水チ
ューブ２０と合流して一本化した構成にしている。この場合には、送水に用いる液体と潤
滑液とを兼用する。
【００１１】
　これに限らず、１本に合流しないで、送水チューブ２０と送液チューブ２１を単に１本
に束ねる等して送水に用いる液体と潤滑液とを専用の液体として用いる構成にしても良い
。　
　なお、送気チューブ１９と送水チューブ２０の上流側には図示しないポンプを介して送
気源（外部の空気）と、送水源（送水タンク）とに接続される。また、送気チューブ１９
と送水チューブ２０の下流側の端部は、取付部１８の前端付近の形成された円環部１８ａ
の内部において、シース部１７を構成するチューブに形成された送気ルーメンと送水ルー
メンの後端に接続されている。　
　なお、取付部１８を形成する円環部１８ａも、シース部１７から段差状に拡径にされた
円環形状となっており、中空部１６も同様に拡径になっている。　
　このシース部１７を形成するチューブは、軟性、換言すると可撓性を有する例えばシリ
コンチューブで形成されている。この他に、ウレタン等の軟性樹脂製等でも良い。
【００１２】
　そして、術者等のユーザは、切替スイッチ２２を操作することにより、送気源と送水源
から送気チューブ１９と送水チューブ２０、そしてシース部１７の送気ルーメン１９ａと
送水ルーメン２０ａ（図５Ａのシース部１７の断面図参照）を通して送気及び送水を行う
ことができるようにしている。　
　また、本実施例においては、取付部１８の前端付近に設けた円環部１８ａには、シース
部１７の内面と外面（換言すると中空部１６の内表面と外表面）とに潤滑液を切り替えて
送液する切替部としての切替スイッチ２４が設けてある。　
　また、図２に示すようにトロッカー４は、洗浄シース３のシース部１７を挿通可能とす
る中空部が形成された円筒形状のトロッカー部２５と、このトロッカー部２５の後端に設
けられ、後方からシース装着内視鏡が挿入されることにより挿脱自在に装着される装着部
２６ａ、２６ｂとを有する。
【００１３】
　なお、装着部２６ａ、２６ｂは、以下のシール部材２７，２８を介在させるために２体
で形成されているが、一体でも良い。以下では、装着部２６で代表する。　
　この装着部２６にも、前記中空部に連通する第２の中空部が形成され、その後端は開口
し、シース装着内視鏡が挿脱自在である。　
　また、この装着部２６の内部の第２の中空部には、気密を保つために第１のシール部材
２７とその後方に例えば小さい開口が中心に形成された第２のシール部材２８とがシール
部材取付部材を介して装着部２６に取り付けられている。　
　第１のシール部材２７は、略円環形状の可撓性を有する例えばシリコン製の部材の前端
側を内径方向に突出させると共に縮径にされ、先端は例えば十字の切り込み状態で、互い
に密着して第２の中空部をその前後方向で気密化（シール）するシール膜２７ａを形成し
てある。
【００１４】
　つまり、装着部２６の後端の開口からシース装着内視鏡が挿入されない状態においては
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、トロッカー部２５側の中空部を気密状態に保持する。そして、シース装着内視鏡が後端
の開口から挿入されると、第２のシール部材２８はその開口が膨張してシース装着内視鏡
の外周面に密着する。　
　また、第１のシール部材２７は、後方からの押圧により、シール膜２７ａの切り込みが
開きシース装着内視鏡の外周面に密着する。　
　なお、トロッカー４は、体壁に内視鏡検査用のガイド孔の形成に用いられる。　
　そして、内視鏡観察のために体壁に刺入されたトロッカー４に、シース装着内視鏡を挿
入して、このシース装着内視鏡を体内に挿入する場合、第１のシール部材２７と第２のシ
ール部材２８との密着のために挿入のためにはある程度の力量を要する。　
　また、洗浄シース３におけるシース部１７の内径は、内視鏡２の挿入部５の外径と小さ
なクリアランスで挿通可能なサイズに設定されている。
【００１５】
　従って、洗浄シース３に内視鏡２を装着するために、シース部１７内に内視鏡２の挿入
部５を挿入していく場合、中空部１６の内周面に挿入部５の外表面とのタック感により摩
擦抵抗が大きくなる。このため、ユーザが洗浄シース３に内視鏡２を装着する場合にも、
比較的大きな力量でその作業を行うことが必要になっていた。　
　また、同様に装着状態から取り外しを行う場合にも、同様の事態が発生する。　
　このため、本実施例は、上述した切替スイッチ２４を設けて、以下に説明するように内
視鏡２と洗浄シース３との装着及び装着状態からの取り外し（換言すると、挿脱）、シー
ス装着内視鏡とトロッカー４との装着及び装着状態からの取り外しの際に、容易かつ円滑
にそれらの作業を行うことができる構成にしている。
【００１６】
　図３は、例えば図１に示すように内視鏡２と洗浄シース３とが分離された状態から洗浄
シース３内に内視鏡２を装着するために、洗浄シース３内に内視鏡２の挿入部５を途中ま
で挿入した状態における切替スイッチ２４の周辺部を示す。　
　シース部１７の後端には拡径にされた（取付部１８を形成する）円環部１８ａが連設さ
れ、この円環部１８ａの厚肉部３１に設けた孔部には、シース部１７の後方側からこのシ
ース部１７の中心軸と例えば平行に延出された送液チューブ２１の端部に取り付けた口金
３２が固着されている。　
　なお、図３及び図４においては円環部１８ａは、図１の場合よりも後方側に長く形成さ
れた形状で示しているが、作用効果は同じである。
【００１７】
　厚肉部３１における口金３２の前端（開口端）に隣接して径方向に設けられた孔３１ａ
（簡単化のため、図５Ｂ、図５Ｃでのみ符号を付けて示す）には、切替スイッチ２４が嵌
合して径方向にスライド自在に配置されている（なお、図３、図４，図５Ｃにおいては径
方向は紙面の上下方向となる）。　
　この切替スイッチ２４は、例えば略円柱形状の切替スイッチ本体部分に、その長手軸の
方向の略中央位置付近に、その長手軸と直交する方向の透孔２４ａが形成されている。こ
の透孔２４ａは、図３或いは図４に示すように口金３２と連通するように形成されている
。　
　また、この透孔２４ａのその孔方向は、切替スイッチ２４が径方向に移動しても変動し
ないように、例えば図５Ｂに示すように孔３１ａと切替スイッチ２４とは、長手軸（図５
Ｂでは紙面に垂直な方向）に延び、互いに嵌合する凸部と凹部が設けられいる。　
　また、この透孔２４ａには、図３、図４，図５Ｃに示すように円環部１８ａに設けた凸
部３１ｂが係入されるようにしている。
【００１８】
　また、図５Ｃに示すようにこの透孔２４ａ内における凸部３１ｂと、透孔２４ａの底面
部分との間に、ばね３４が配置されており、切替スイッチ２４は、このばね３４による弾
性力により図５Ｃに示すように下方に付勢された状態に設定されている。なお、図５Ｃの
状態は、図３と実質的に同じ状態である。　
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　つまり、圧縮された状態で配置されたばね３４の弾性力により、切替スイッチ２４は透
孔２４ａ内の上面に凸部３１ｂが当接する状態に設定される。　
　また、この状態においては、透孔２４ａは、（円環部１８ａの外部とは遮断された状態
で）円環部１８ａの内側の中空部１６と連通する状態となっている。　
　このため、図３に示すように送液チューブ２１により潤滑液を洗浄シース３側に送液し
た場合、口金３２の先端から透孔２４ａ内に入り込み、矢印で示すようにこの透孔２４ａ
と連通する中空部１６内に潤滑液が送液される。つまり、中空部１６の内表面側に潤滑液
を送液する中空部内送液部（第１の送液部）が形成されるようにしている。
【００１９】
　図３の状態において、切替スイッチ２４の下端側を、このばね３４の弾性力に抗する力
で上方に押圧することにより、切替スイッチ２４は上方に移動し、図５Ｃ或いは図３の状
態から図４に示す状態に設定することができる。なお、図３及び図４では、簡単化のため
ばね３４を省略している。なお、本実施例においては、ばね３４を有しない状態でも動作
する。このため、ばね３４は必要不可欠な構成要素でない。　
　図４に示すように切替スイッチ２４が上方の位置に移動すると、その透孔２４ａの位置
も上方に移動し、透孔２４ａは中空部１６と遮断されて、中空部１６の外側の円環部１８
ａないしはシース部１７の外部と連通する状態になる。　
　この状態においては、送液チューブ２１により潤滑液を洗浄シース３側に送液した場合
、口金３２の先端から透孔２４ａ内に入り込み、矢印で示すようにこの透孔２４ａと連通
する中空部１６の外側の外表面に潤滑液が送液される。つまり、中空部１６の外表面側に
潤滑液を送液する中空部外表面送液部（第２の送液部）が形成されるようにしている。
【００２０】
　この切替スイッチ２４は、シース部１７の後端近傍であるため、中空部１６の外表面側
に送液された潤滑液は、シース部１７の外表面側に流れる。　
　本実施例においては、以下に説明するように洗浄シース３内に内視鏡２を挿入して装着
する操作の際に、この切替スイッチ２４の下端側を、挿入部５の後端に形成された段差状
に拡径にされた操作部６により、上側（半径方向の外側）に押圧して、図４に示すような
状態に設定して、送液部を切り替える切替部を形成することができるようにしている。　
　なお、図３に示す状態において、切替スイッチ２４の下端は、内視鏡２が挿入された場
合、操作部６の前端で切替スイッチ２４を上方に円滑に押圧移動させる斜面部２４ｂが設
けてある。　
　次に本実施例の動作を説明する。図１に示すように分離された状態の内視鏡２と洗浄シ
ース３とを用いて、内視鏡検査を行う場合には、内視鏡２を洗浄シース３に装着する作業
が必要になる。
【００２１】
　この場合には、図示しないポンプをＯＮにして潤滑液タンクの潤滑液をポンプにより、
送液チューブ２１を介して洗浄シース３側に送液する状態にする。　
　そして、図１に示すように分離された状態の内視鏡２の挿入部５を、洗浄シース３の中
空部１６内に、その後端側から挿入する。すると、図３に示すような状態になる。　
　この状態においては中空部１６の内表面に潤滑液が送液される。そして、挿入部５の外
表面と中空部１６の内表面との間にはこの潤滑液が介在されることになり、挿入の際の摩
擦抵抗を（この潤滑液によって）小さくできる。つまり、挿入（挿通）性を向上できる。
従って、挿入作業を容易かつ短時間に行うことができる。　
　そして、図３に示す状態からさらに内視鏡２を洗浄シース３内に挿入することにより、
操作部６の前端が切替スイッチ２４の下端の斜面部２４ｂと当接し、さらに内視鏡２を押
し込むことにより、斜面部２４ｂは上方に押圧されて上方に移動し、図４に示すように内
視鏡２を洗浄シース３内に装着（取り付けた）状態に設定することができる。
【００２２】
　この状態に設定されると、潤滑液は中空部１６の外側の表面に送液される。そして、次
にこの内視鏡２が装着された洗浄シース３を図２に示したトロッカー４内に挿入する場合
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、洗浄シース３の外表面は潤滑液が塗布或いは潤滑液で湿った如くの状態になっているの
で、トロッカー４に洗浄シース３を挿入する際の摩擦抵抗を小さくできる。つまり、挿入
（挿通）性を向上できる。　
　従って、この場合の挿入作業を容易かつ短時間に行うことができる。そして、内視鏡検
査或いは内視鏡を用いた手術等を行った後、トロッカー４から洗浄シース３を取り外す際
には、図示しないポンプをＯＮにして、送液チューブ２１を介して潤滑液を送液する状態
にする。　
　すると、図４の状態、つまり洗浄シース３の外表面は潤滑液を塗布した如くの状態にな
るので、トロッカー４から洗浄シース３を引き抜く際の摩擦抵抗を小さくできる。つまり
、抜去する機能を向上できる。
【００２３】
　従って、この場合の引き抜く作業、或いは取り外し作業を容易かつ短時間に行うことが
できる。　
　また、次に洗浄シース３から内視鏡２を取り外す場合、操作部６を若干後方側に移動さ
せると、図３に示した状態に近い状態となり、この状態においては潤滑液が中空部１６の
内表面側に送液される状態になる。　
　従って、挿入作業の場合と同様に引き抜く際の摩擦抵抗を小さくでき、引き抜く作業、
或いは取り外し作業を容易かつ短時間に行うことができる。　
　このように本実施例によれば、内視鏡２との挿脱、トロッカー４との挿脱する機能を向
上（つまり挿脱性を向上）でき、内視鏡２との挿脱、トロッカー４との挿脱の作業を容易
かつ短時間に行うことができる。
【００２４】
　換言すれば、本実施例は、内視鏡２との挿脱、トロッカー４との挿脱の作業を円滑に行
うことができ、操作性を向上できる。　
　図６は変形例を備えた内視鏡装置１Ｂの構成を示す。図１においては内視鏡２が挿通さ
れるシースとして送気と送水の機能を備えた洗浄シース３の場合において説明した。本実
施例の変形例として、洗浄シース３の場合に限らず、図６に示すように送気と送水の機能
を備えていないオーバチューブ等として用いられる挿入補助用シースとしてのシース３Ｂ
を採用しても良い。　
　このシース３Ｂにおいては、図示しないポンプ及び潤滑液タンクにその一端が接続され
た送液チューブ２１の他端は、実施例１の場合と同様に取付部１８に接続されている。そ
の他の構成は、実施例１と同様である。また、実施例１の場合と同様の効果を有する。
【００２５】
（実施例２）
　次に図７を参照して本発明の実施例２を説明する。図７は、本発明の実施例２を備えた
内視鏡装置１Ｃを示す。この内視鏡装置１Ｃは、図６の内視鏡装置１Ｂにおいて、シース
３Ｂとは異なる構成のシース３Ｃを内視鏡用シースとして採用した構成である。　
　このシース３Ｃは、図６のシース３Ｂにおいて、取付部１８に固定される送液チューブ
２１の端部側を複数（図示の例では例えば５本）のチューブ２１ａ、２１ａ、…に分岐し
、複数のチューブ２１ａ、２１ａ、…を取付部１８の内部において、その周方向の複数箇
所に固定している。　
　また、取付部１８の内部におけるその周方向の複数箇所に固定された複数のチューブ２
１ａ、２１ａ、…の各々に隣接して切替スイッチ２４がそれぞれ設けられている。
【００２６】
　換言すると、円環部１８ａにはその周方向に複数の切替スイッチ２４がそれぞれ設けら
れ、各切替スイッチ２４に隣接して送液チューブ２１を分岐したチューブ２１ａの端部が
取り付けられている。　
　従って、本実施例における１つの切替スイッチ２４の中心及びチューブ２１ａの中心を
通る縦断面は、図３或いは図４において送液チューブ２１をチューブ２１ａに読み替えた
構成となる。その他の構成は、図６の構成と同様である。　
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　実施例１或いはその変形例においては、中空部１６の内表面と外表面とに潤滑液を切り
替えて送液する部分が円環部１８ａにおける周方向の１箇所のみであったのに対して、本
実施例は周方向の複数箇所に、中空部１６の内表面と外表面とに潤滑液を切り替えて送液
する部分が設けられている。
【００２７】
　従って、本実施例によれば、内視鏡２をシース３Ｃ内に挿入して取り付けたり、取り外
しをする着脱時に挿入部５の全周に潤滑液が行き渡るようにできると共に、シース３Ｃを
トロッカー４に着脱する場合、シース部１７の全周に潤滑液が行き渡るようにできる。　
　従って、実施例１或いはその変形例よりも、着脱或いは挿脱の操作をより容易、かつ円
滑に行うことが可能となる。その他は、実施例１或いはその変形例と同様の効果を有する
。　
　図８は第１変形例における切替スイッチ周辺部の構成を示す。　
　図７に示した本実施例においては、複数の切替スイッチ２４等を設けることにより、中
空部１６の内表面と外表面との周方向の部分に潤滑液をむら無く、切り替えて送液する構
成にした。
【００２８】
　これに対して、第１変形例は、切替スイッチ２４の数を削減して同様の効果を得る構造
にしている。或いは実施例１又はその変形例における１つの切替スイッチ２４の場合にお
いても、中空部１６の内表面と外表面との周方向の部分に潤滑液を、よりむら無く、切り
替えて送液する構成にしたものである。　
　図８の例では、切替スイッチ２４の透孔２４ａが取付部１８を形成する円環部１８ａの
外表面に露出する部分に隣接して、扇状の溝４１が形成されている。この扇状の溝４１は
、透孔２４ａの周方向のサイズに隣接する一端から例えばシース部１７の外表面の半円周
程度にまで広がる扇形状になっている。図８においては、切替スイッチ２４を上方に突出
させた状態で示している（つまり、図４の状態に相当する状態である）。
【００２９】
　なお、図８においては、円環部１８ａの外表面部分について図示しているが、円環部１
８ａの内周面にも例えば透孔２４ａの周方向のサイズから例えばシース部１７の内表面の
半円周程度にまで広がる扇形状になっている。　
　本変形例によれば、切替スイッチ２４の透孔２４ａから送液される潤滑液は、シース部
１７の外表面と内表面とにおいてそれぞれ扇状に広がるので、実施例１又はその変形例の
場合よりも挿脱性を向上できる。　
　なお、図８における扇状の溝４１としては、複数の溝が扇形状に広がるように形成した
ものでも良い。　
　図９は第２変形例における切替スイッチ周辺部の構成を示す。第２変形例においては、
透孔２４ａに一端が連通し、周方向に円弧状に広がる横断面を有し、長手方向に延出され
た円弧状溝４２と、この円弧状溝４２の他端におけるシース部１７の外表面の例えば半円
周部分に、その長手方向に形成された複数の縦溝４３、４３、…とからなる。
【００３０】
　なお、図９の例では、円弧状溝４２は、透孔２４ａに隣接する部分が円環部１８ａの外
表面に露出しない状態の場合で示しているが、円環部１８ａの外表面に露出するように形
成しても良い。また、透孔２４ａに隣接する部分のサイズを、図８のように小さく（狭く
）しても良い。　
　なお、図９においては、円環部１８ａの外表面部分について図示しているが、円環部１
８ａの内周面側にも同様の円弧状溝及び縦溝とが設けられている。この第２変形例も、第
１変形例と同様の効果を有する。
【００３１】
（実施例３）
　次に図１０を参照して本発明の実施例３を説明する。図１０は、本発明の実施例３を備
えた内視鏡装置１Ｄを示す。この内視鏡装置１Ｄは、図１の内視鏡装置１における洗浄シ
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ース３の代わりに、潤滑液の送液のＯＮ／ＯＦＦ（送液動作開始と送液動作停止）の切替
を行う機能を備えた洗浄シース３Ｄを採用している。　
　また、この場合、送気と、送気及び送水（による噴霧）の切替を行う切替スイッチ２２
の機能と、潤滑液の送液のＯＮ／ＯＦＦの切替とを１つで行うことができる切替スイッチ
５１を設けている。このため、切替スイッチ５１の構成として例えば図１１に示すような
構成にしている。　
　切替スイッチ５１の本体を構成する円筒形状のスイッチ本体５２にはポンプ側の送気チ
ューブ１９及び送水チューブ２０が接続される送気口金５３ａ、送水口金５４ａと、取付
部１８の送気チューブ１９及び送水チューブ２０が接続される送気口金５３ｂ、送水口金
５４ｂとが設けられている。
【００３２】
　送気口金５３ａ、送水口金５４ａに対して送気口金５３ｂ、送水口金５４ｂは、スイッ
チ本体５２の長手方向に関して例えば下端側の位置のスイッチ本体５２に設けられている
。　
　また、送気口金５４ａのさらに下端側の位置に、潤滑液の送液供給側となる送液口金５
５ａが設けられ、さらにこのスイッチ本体５２の下端には取付部１８に接続される送液チ
ューブ２１が接続される送液口金５５ｂが設けられている。　
　また、スイッチ本体５２に嵌合して上下方向にスライド自在のスイッチ軸５６は、２重
のばね５７ａ、５７ｂによりスイッチ軸５６が上方に突出するように付勢されている。な
お、例えば外側のばね５７ａは、内側のばね５７ｂよりも大きい弾性力に設定されている
。　
　スイッチ軸５６の外周面とスイッチ本体５２の内周面との間には、送気及び送水の通路
となるクリアランス（隙間）が形成されている。
【００３３】
　また、スイッチ軸５６とスイッチ本体５２との間には、複数のシール材５８ａ～５８ｅ
が配置されている。また、スイッチ本体５２とその下端側の蓋５２ａとの間にはシール材
５９ａが配置されている。
【００３４】
　さらにスイッチ軸５６には水平方向に形成されたリーク用の透孔６０ａと、この透孔６
０ａと連通して軸方向に延び上端で開口するリーク用の孔６０ｂとが設けられている。　
　そして、スイッチ軸５６を指で（リーク用の孔６０ｂの上端の開口を塞ぐ状態で）押し
下げて、シール材５８ｃで遮断されていた両送気口金５３ａ及び５３ｂをクリアランスを
介して連通する位置まで押し下げると送気を行う状態にでき、さらに押し下げてシール材
５８ｅで遮断されていた両送水口金５４ａ及び５４ｂをクリアランスを介して連通する位
置まで押し下げると送気と送水とを同時に行える状態にできる。　
　さらに本実施例においては、送液口金５５ａ、５５ｂ付近の詳細な構成は、図１２Ａ及
び図１２Ｂ或いは図１３Ａ及び図１３Ｂのようになっている。なお、図１２Ａ及び図１３
Ａは、それぞれスイッチ軸５６を回転しない状態及び図１２Ａから９０度、回転した状態
における縦断面、図１２Ｂ及び図１３Ｂは、図１２Ａ及び図１３ＡのＡ－Ａ′線、Ｂ－Ｂ
′線断面図を示す。
【００３５】
　図１３Ａ及び１３Ｂに示すように、スイッチ軸５６の下端の円柱状のフランジ部には、
その周方向の１ヶ所に切り欠き溝６２が設けられている。　
　スイッチ軸５６を回転しない状態においては、図１２Ａ及び図１２Ｂに示すように、こ
の切り欠き溝６２は、送液口金５５ａと遮断された状態である。なお、図１２Ａにおいて
は、紙面に垂直な手前側の切り欠き溝６２を２点鎖線で示している。　
　そして、この遮断された状態からスイッチ軸５６を９０度回転すると、図１３Ａ及び図
１３Ｂに示すように、切り欠き溝６２は送液口金５５ａと連通する状態となる。　
　この状態においては、図１３Ａに示すように送液口金５５ａから矢印で示すように潤滑
液は切り欠き溝６２を経てこのスイッチ軸５６の下端の中空部を経て送液口金５５ｂ側に
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送液される。そして、送液チューブ２１を経て取付部１８側に潤滑液が送液されるように
なる。
【００３６】
　また、図１３Ａ及び図１３Ｂの状態において、矢印で示すようにスイッチ軸５６を９０
度に回転すると、図１２Ａ及び図１２Ｂに示すように、切り欠き溝６２は送液口金５５ａ
と遮断する状態となる。　
　このように本実施例によれば、送気及び送水の切替を行う切替スイッチをその軸回りで
回転することにより、潤滑液の供給及び供給停止を行うことができる。このように１つの
スイッチにより、両方の切替操作を行うことができるため、操作性を向上できる。　
　次に図１４Ａから図１４Ｃを参照して実施例３の変形例を説明する。実施例３において
は、スイッチ軸５６を回転（回動）する操作により、潤滑液の送液と、送液を停止するこ
とができる構成を説明した。
【００３７】
　本変形例は、内視鏡用シースに内視鏡２を装着する作業において、装着が完了した場合
に自動的に潤滑液の送液を停止させる構成にするものである。　
　本変形例は、例えば実施例１において洗浄シース３に内視鏡２が装着された時、自動的
に潤滑液を停止する。実施例１では、装着状態に設定完了した場合、潤滑液が流れたまま
であるので、本変形例は、自動的に潤滑液を停止させるようにして操作性を向上したもの
である。　
　本実施例は、例えば図１４Ａに示すように内視鏡２の操作部６の前端より若干後方側の
位置に凹部６ａが設けられている。　
　そして、洗浄シース３に内視鏡２を挿入して装着する場合には、実施例１の図３に相当
する図１４Ａの状態、さらに図１４Ｂの状態を経て、実施例１の図４に対応する図１４Ｃ
に示すように装着完了の状態になる。
【００３８】
　本変形例は、図１４Ａは、実施例１の図３と同様の動作の状態となり、この状態からさ
らに内視鏡２を挿入していくと、図１４Ｂの状態になる。この状態においては操作部６の
前端の拡径の段差部により、切替スイッチ２４を上方に押圧移動して、潤滑液を中空部１
６の外表面、つまりシース部１７の外周面に送液する状態に切り替わる。　
　そして、さらに内視鏡２を挿入して、その前端が洗浄シース３のテーパ面に当接する装
着完了の位置まで挿入する。この場合には図１４Ｃに示すように、操作部６の前端より少
し後方側の外表面に設けられた凹部６ａに切替スイッチ２４の下端が当接するようにばね
３４（図５Ｃ参照）により押し下げられる。　
　図１４Ｃに示す状態では、透孔２４ａは中空部１６からも外表面からも遮断された状態
に設定される。
【００３９】
　従って、装着状態に設定した後、潤滑液が流れ続けることを防止できる。　
　　また、装着された状態から内視鏡２を取り外す作業を行うと、上述した動作と逆にな
る。本変形例は、実施例において装着完了した場合に潤滑液の送液動作を自動的に停止さ
せることができる。その他は、実施例１と同様の効果を有する。　
　なお、本変形例は、内視鏡２側に凹部６ａを設けることにより、潤滑液の送液動作を自
動的に停止させる手段を形成したが、洗浄シース３側にその手段を形成するようにしても
良い。　
　また、例えば操作部６の前端が装着位置に達した位置にセンサを配置して、センサが操
作部６に例えば接触した時の検出信号でポンプによる潤滑液の送液を停止させる手段を形
成していも良い。　
　なお、上述した実施例等を部分的に組み合わせる等して構成される実施例なども本発明
に属する。
【産業上の利用可能性】
【００４０】
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　内視鏡を装着して内視鏡検査を円滑に行う場合に使用される。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】図１は本発明の実施例１を備えた内視鏡装置の外観を示す斜視図。
【図２】図２はトロッカーの概略の構成を示す断面図。
【図３】図３は洗浄シース内に内視鏡の挿入部が途中まで挿入された状態の一部を示す断
面図。
【図４】図４は図３の状態から内視鏡の挿入部がさらに挿入されて装着状態に設定された
状態を示す断面図。
【図５Ａ】図５Ａは洗浄シースのシース部の断面により送気ルーメンと送水ルーメンを示
す断面図。
【図５Ｂ】図５Ｂは切替スイッチをその上面から見た平面図。
【図５Ｃ】図５Ｃは切替スイッチを径方向の内側に付勢する付勢手段を示す断面図。
【図６】図６は変形例を備えた内視鏡装置の外観を示す斜視図。
【図７】図７は本発明の実施例２を備えた内視鏡装置の外観を示す斜視図。
【図８】図８は実施例２の第１変形例における切替スイッチ周辺部の構成を示す概略図。
【図９】図９は実施例２の第２変形例における切替スイッチ周辺部の構成を示す概略図。
【図１０】図１０は本発明の実施例３を備えた内視鏡装置の外観を示す斜視図。
【図１１】図１１は切替スイッチの構造を示す縦断面図。
【図１２Ａ】図１２Ａは、図１１の切替スイッチの底部側部分の拡大断面図。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、図１２ＡのＡ－Ａ′線断面図。
【図１３Ａ】図１３Ａは、図１２Ａの状態から９０度回転した状態の拡大断面図。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは図１３ＡのＢ－Ｂ′線断面図。
【図１４Ａ】図１４Ａは変形例における洗浄シース内に内視鏡の挿入部が途中まで挿入さ
れた状態の一部を示す断面図。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは図１４Ａの状態から内視鏡の挿入部がさらに挿入された状態を示
す断面図。
【図１４Ｃ】図１４Ｃは図１４Ｂの状態から内視鏡の挿入部がさらに挿入されて装着状態
に設定された状態を示す断面図。
【符号の説明】
【００４２】
１…内視鏡装置、２…内視鏡、３…洗浄シース、４…トロッカー、５…挿入部、６…操作
部、６ａ…凹部、１６…中空部、１７…シース本体部（シース部）、１８…取付部、２１
…送液チューブ、２２…切替スイッチ、１８ａ…円環部、２４…切替スイッチ、２４ａ…
透孔、２６…装着部、２７、２８…シール部材、３１ｂ…凸部、３２…口金
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